
 

 コロナウイルス (COVID-19) による国別入国制限 

新型コロナウイルス (COVID-19) の感染拡大を受け、多数の政府が外国人渡航者に対する入国制限を課しています。以下の表は、国/地域ごとの制限の概要となります。 

これらの制限は短期間に変更の可能性があり、以下の概要はあくまで参考としてご参照ください。フライトをご利用のお客様は、渡航先の政府が発表する最新情報を必ずご 

確認くださいますようお願いいたします。 

最終更新: 3 月 20 日  

国 制限 

ベトナム 

 ベトナムに渡航する全渡航者は、以下のリンクから健康申告フォームに入力する必要があります：https://tokhaiyte.vn/または

https://suckhoetoandan.vn/khaiyte 

 2020 年 3 月 22 日発効 

外交・公用目的の入国やその他許可された特別な場合を除き、すべての外国籍渡航者の入国を一時的に禁止しています。外交、公務、     

   その他特殊ケースで入国する渡航者は、規定に基づきに健康診断と検疫が必須となります。 

 2020 年 3 月 21 日発効 

すべての国・地域からの全渡航者は、入国時に検疫を義務づけられます。 

-  熱、咳、息苦さの症状を有する渡航者は隔離され，検疫、Covid-19 検査のため直ちに医療施設に搬送されます。 

-  外交、公用旅券を所持する渡航者は、健康状態が正常で検疫条件を確保する大使館又は駐在員事務所の保証を受けてい 

     ものについては、到着日から 14 日間、駐在員事務所又は居住地において検疫を受けることができます。 

-    特別なケースでは、厚生省、外務省、関係省庁(必要に応じて)の資料が必要です。 

 2020 年 3 月 18 日発効 すべての入国ビザの一時的発給停止。 

 2020 年 3 月 21 日発効 

ベラルーシ、ロシア、日本への片務的ビザ免除の一時的停止。この 3 か国からの入国は、ベトナム政府が求める医学的予防措置 

により判断されます。 

 ビザ免除またはベトナム政府発行のビザ免除証明書を有する渡航者は、Covid-19 陰性証明書の提出が求められます。その証明書は 

居住国当局が認め発行されたものに限ります。この措置は、外交、公務,サービスパスポート保有者には適用されません。 

大韓民国 

 過去 14 日間に湖北省（中華人民共和国）に滞在した渡航者は、韓国（大韓民国）での乗継、入国は許可されません。 

 湖北省発行のパスポートを保有する中国（中華人民共和国）国民は韓国（大韓民国）への入国は許可されません。 

 在湖北省武漢領事館発行の韓国ビザは無効となります。 

 以下に該当する場合、韓国（大韓民国）での乗り継きにはビザが必要となります。 

- 中国（中華人民共和国）から到着する中国（中華人民共和国）国民。 

https://tokhaiyte.vn/
https://suckhoetoandan.vn/khaiyte


 
国 制限 

- 中国（中華人民共和国）から到着するビザが必要な国民。 

 グルーズ船「ダイアモンドプリンセス」に乗船していた日本から到着する渡航者は韓国（大韓民国）での乗り継ぎ、入国は許可されません。 

 日本国民に（駐日韓国大使館で）2020 年 3 月８日以前に発行されたビザは無効です。 

- この決定は日本以外の国で発行されたビザには適用されす、ビザの有効性は保持されます。 

 - 航空会社の乗務員には適用されません。 

 2020 年 3 月 9日以降に発行された韓国ビザを保有しない日本国民は入国が許可されません。 

 オーストリア、ベルギー、ブルガリア、中国（中華人民共和国）、クロアチア、キプロス、チェコ、デンマーク、エストニア、フィンランド、フランス、ドイ

ツ、ギリシャ、香港（SAR 中国）、ハンガリー、アイスランド、イラン、アイルランド（共和国）、イタリア、日本、ラトビア、リヒテンシュタイン、リト

アニア、ルクセンブルク、マカオ（SAR 中国）、マルタ、オランダ、ノルウェイ、ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、スロバキア、スロベニア、スペイン

スウェーデン、スイス、英国から到着する搭乗者は、検疫対象となります。該当者は、到着時に自己診断アプリケーションを自身の端末にイン

ストールし、もれなく記入された健康申告書と特別検疫宣言書を検疫デスクに提示する必要があります。 

- これは航空会社乗務員には適用されません。 

中国 

 北京に到着する全渡航者は、北京市内の指定ホテルで 14 日間の隔離措置がとられます。 

 オーストリア、ベルギー、デンマーク、フランス、ドイツ、イラン、イタリア、日本、韓国（大韓民国）、オランダ、ノルウェイ、スペイン、スウェーデン、

スイス、英国、米国に、過去 14 日間に居住、滞在していた搭乗者は、上海浦東 (PVG) または上海虹橋 (SHA) に到着後、健康観察

のため自宅または指定された場所で到着後 14 日間の隔離措置がとられます。 

 過去 14 日間にフランス、ドイツ、イラン、イタリア、日本、韓国（大韓民国）、スペイン、米国に居住、滞在し広州 (CAN) 、新セン (SZX) 

に到着する渡航者は、健康観察のため、自宅または指定された場所で到着後 14 日間の隔離措置がとられます。 

香港 

(SAR 中国) 

 

 湖北省（中華人民共和国）発行パスポート所有の中国（中華人民共和国）国民は香港（SAR中国）への入国は許可されません。 

 過去 14 日間に湖北省（中華人民共和国）に居住、滞在していた渡航者は香港（SAR 中国）への入国は許可されません。 

- この決定は、香港（SAR 中国）パスポートを所有する渡航者には適用されません。 

- この決定は、香港（SAR 中国）に在住する渡航者には適用されません。 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）、イラン、イタリアのエミリア-ロマーニャ、ロンバルディア、ヴェネト地方（ボローニャ、ミラノ、ヴェネツィ

ア、ヴェローナ含む）を訪問した渡航者の香港（SAR 中国）滞在許可証が 14 日未満の場合、入国は許可されません。 

- この決定は香港（SAR中国）パスポートを所有する渡航者には適用されません。 
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 過去 14 日間に韓国（大韓民国）に居住、滞在していた渡航者は香港（SAR中国）への入国は許可されません。 

- この決定は香港（SAR中国）パスポートを所有する渡航者には適用されません。 

- この決定は、香港（SAR 中国）に在住する渡航者には適用されません。 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）、韓国（大韓民国）、イラン、イタリアのエミリアロマーニャ、ロンバルディア、ヴェネト地方（ボロー

ニャ、ミラノ、ヴェネツィア、ヴェロ-ナ含む）を訪問またはこれらの場所から到着する搭乗者は、14 日間の強制隔離措置の対象となります。 

- これは航空会社乗務員には適用されません。 

 全搭乗者および乗務員は、到着時にもれなく記入された健康申告書を保健当局に提示する必要があります。 

 過去 14 日間にフランス（ブルゴーニュ-フランシュ-コンテおよびグランテスト）、ドイツ（ノルトライン・ヴェストファーレン州）、イタリア、日本

（北海道）、スペイン（ラ・リオハ州、マドリード、パイスバスコ）を訪問した搭乗者は 14 日間隔離センターに滞在する必要があります。 

- これは航空会社乗務員には適用されません。 

発効日：2020年 3月 17 日: 

 韓国（大韓民国）またはシェンゲン協定加盟国 26 ヵ国から到着または過去 14 日間に訪問した搭乗者は、強制自宅隔離措置の対象と

なります。 

- これは航空会社の乗務員には適用されません。 

台湾 

中華民国 

 

 すべての非台湾籍の渡航者は、入国許可されません。 

- これは中華民国パスポート(表紙に中華民国台湾と記載された)所有の渡航者には適用されません。 

- これは非台湾籍居住者証明を所有する渡航者には適用されません。 

- これは外交、公務目的の渡航者には適用されません。 

     - これは商用、契約義務目的、特別許可を申請していることが十分に証明された渡航者には適用されません。 

   - これは SPECIAL ENTRY PERMIT FOR COVID-19 OUTBREAK と記載された入国ビザのある渡航者には適用されません。 

 入国可能な渡航者は、到着後 14 日間の自宅検疫を行わなければなりません。 

日本 

 過去 14 日間に湖北省、浙江省（中華人民共和国）を訪問した渡航者の日本への入国は許可されません。 

- これは日本国民には適用されません。 

- 日本国民の配偶者または子供であることが証明される場合には適用されません。 



 
国 制限 

 過去 14 日間に韓国（大韓民国）の清道郡または大邱市を訪問した搭乗者の日本への入国は許可されません。 

- これは日本国民には適用されません。 

-日本国民の配偶者または子供であることが証明される場合には適用されません。 

 過去 14 日間に韓国（大韓民国）慶尙北道の慶山市、安東市、永川市、漆谷郡、義城郡、星州郡、軍威郡を訪問した渡航者は日本

への入国が許可されません。 

- これは日本国民には適用されません。 

- 日本国民の配偶者または子供であることが証明される場合には適用されません。 

 過去 14 日間にイランのアルボルズ、ギラン、ゴレスタン、イスファハーン、ロレスタン、マルキャズィー、マーザンダラーン、ガズヴィーン、ゴム、セムナ

ーン、テヘランを訪問した搭乗者は日本への入国が許可されません。 

- これは日本国民には適用されません。 

-日本国民の配偶者または子供であることが証明される場合には適用されません。 

 過去 14 日間にイタリアのサンマリノ、エミリアロマーニャ、ロンバルディア、マルケ、ピエモンテまたはベネトを訪問した渡航者の日本への入国は許

可されません。 

- これは日本国民には適用されません。 

-日本国民の配偶者または子供であることが証明される場合には適用されません。 

 湖北省、浙江省（中華人民共和国）発行パスポートを所有する中国（中華人民共和国）国民は日本への入国は許可されません。 

- これは搭乗者が過去 14 日間に湖北省、浙江省を訪問していないことが証明できる場合には適用されません。 

 クルーズ船「ウェステルダム」に乗船していた搭乗者は日本への入国は許可されません。 

- これは、日本国民には適用されません。 

 在中国（中華人民共和国）、在香港（SAR中国）または在韓国（大韓民国）大使館、領事部、領事館により、2020 年 3 月 8日

以前に発行されたビザは無効です。 

 英国（海外）、香港（SAR 中国）またはマカオ（SAR 中国）発行パスポートを所有する渡航者ならびに韓国（大韓民国）国民に対

するビザなし渡航は 2020 年 3 月 31 日まで停止されます。 

 2020 年 3 月 19 日発効 

過去 14 日間に、アイスランド、スペイン(マドリード、バスク自治州、ラ・リオハ またはナバール) 、スイス(ティチーノ州またはバーゼルシュタッド) 

滞在した渡航者は日本への入国は許可されません。 
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- これは日本国民には適用されません。 

-日本国民の配偶者または子供であることが証明される場合には適用されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンガポール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）、フランス、ドイツ、イラン、イタリア、韓国（大韓民国）、スペインを訪問した渡航者はシンガポー

ルでの乗継または入国は許可されません。 

- これはこれらの国からシンガポールに帰国するシンガポール居住者（シンガポール国民、永住権保持者、長期滞在パス所有者 (労働ビザ、

学生ビザ、家族ビザ、長期訪問ビザ所有者を含む）には適用されません。このうち過去 14 日間に中国（中華人民共和国）の湖北省を

訪問した人には、シンガポール入国後 14 日間の隔離措置がとられます。その他の渡航者にはシンガポール入国後 14 日間の自宅隔離通

知 (SHN) が発行されます。 

 過去 14 日間にブルネイ、カンボジア、インドネシア、日本、ラオス人民民主共和国、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、スイス、タイ、ベトナムま

たは英国を訪問した渡航者には、シンガポール入国後 14 日間の自宅隔離通知 (SHN) が発行されます。加えて、これらの渡航者は全日

数を満たすホテルの予約または自身または家族が所有する住居など、14 日間の自宅隔離を行う場所の証明書を提供する必要があります 

- これはシンガポールの乗継エリアを出ることなく、シンガポールで乗継を行う渡航者には適用されません。 

 ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス人民民主共和国、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、タイ、ベトナムの国民は、渡航予定日より前に

健康に関する情報を居住国の Singapore Overseas Mission（大使館など）に提出する必要があります。提出書類はシンガポールへの

渡航日以前にシンガポールの保健省 (MOH) により承認を受け、シンガポール入国時に出入国管理チェックポイント局 (Immigration 

and Checkpoints Authorit：ICA) の担当者により確認される必要があります。 

- これはシンガポールの乗継エリアを出ることなく、シンガポールで乗継を行う渡航者には適用されません。 

 過去 14 日間にブルネイ、カンボジア、フランス、ドイツ、インドネシア、イラン、イタリア、日本、韓国（大韓民国）、ラオス人民民主共和国、

マレーシア、中国（中華人民共和国）、ミャンマー、フィリピン、スペイン、スイス、タイ、ベトナム、英国を訪問した労働ビザ所有者は、労働省 

(MOM) の事前の承認がある場合に入国が許可されます。搭乗前のチェックイン時に航空会社のスタッフに労働省 (MOM) 発行の承認書

を提示し、シンガポール入国時にも出入国管理チェックポイント局 (Immigration and Checkpoints Authorit：ICA) の担当者に提

示する必要があります。 

 外国人家事労働者 (FDW) は労働省 (MOM) の事前の承認がある場合にのみ、シンガポールへの入国が許可されます。該当者は、出発

地で搭乗前のチェックイン時に航空会社のスタッフに労働省 (MOM) 発行の承認書を提示し、シンガポール入国時にも出入国管理チェックポ

イント局 (ICA) の担当者に提示する必要があります。 
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シンガポール 

- 入国承認書は、出身国を問わずすべての新規および継続の外国人家事労働者 (FDW) のシンガポール入国に際し必要となります。新規

FDWは MOM からの原則内承認書が必要となります。継続の FDWは MOM発行の有効な労働許可証（家事部門）が必要となります 

 湖北省（中華人民共和国）で発行されたパスポートを所有する中国（中華人民共和国）国民は、シンガポールでの乗継または入国は

許可されません。 

- これはシンガポールに帰国するシンガポール居住者（シンガポール国民、永住権保持者、長期滞在パス所有者 (労働ビザ、学生ビザ、家

族ビザ、長期訪問ビザ所有者を含む）には適用されません。該当者にはシンガポール入国後 14 日間隔離措置がとられます。 

 中国（中華人民共和国）およびイラン国民に対するすべての新規ビザの発行は停止されており、過去に発行されたすべてのビザは無効で

す。この停止期間中、両国の国民に対するシンガポールへの入国は許可されません。 

 クルーズ船「ダイアモンドプリンセス」に乗船した渡航者および乗務員は、2020 年 2 月 19 日から 2020 年 3 月 18 日まで、シンガポールで

の乗継または入国は許可されません。 

- これはシンガポールに帰国するシンガポール居住者（シンガポール国民、永住権保持者、長期滞在パス所有者 (労働ビザ、学生ビザ、家

族ビザ、長期訪問ビザ所有者を含む）には適用されません。該当者にはシンガポール入国後 14 日間の隔離措置がとられます。 

 シンガポール出入国管理チェックポイント局 (ICA) からの入国承認書を所有する搭乗者には、上記の制限は課せられません。ただし、シンガ

ポール空港に到着した時点で、一般的な健康診断の要件が適用される場合があります。入国承認書は、シンガポールに入国するための訪

問ビザの発行を保証するものではありません。 

マレーシア 
マレーシアは、3 月 18 日から 31 日までの 2 週間、国民に対し国外への旅行を禁止する移動制限を発表しました。また、マレーシアへの観

光客の入国にも制限が課されています。 

 

 

 

 

タイ 

 

 

 

 

 

 

 中国（中華人民共和国）、香港（SAR 中国）、イラン、イタリア、韓国（大韓民国）またはマカオ（SAR 中国）から到着する渡航者

は、健康証明書およびコロナウイルス（COVID-19）に感染していないことを証明する COVID-19 のラボテスト結果を携帯する必要があり

ます。健康証明書と COVID-19 のラボテストは出発前 2日以内に取得された有効なものでなければなりません。 

- これは、航空会社乗務員には適用されません。 

 中国（中華人民共和国）、香港（SAR 中国）、イラン、イタリア、韓国（大韓民国）またはマカオ（SAR 中国）から到着する渡航者

は 100,000 USD の保証を提供する医療保険がなければなりません。 

- これは、タイ国民には適用されません。 

- また、航空会社乗務員には適用されません。 

 渡航者および乗務員は、到着時にもれなく記入された T.8 健康申告書を健康管理係官に提示する必要があります。 
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タイ 

 中国（中華人民共和国）、香港（SAR 中国）、イラン、イタリア、韓国（大韓民国）またはマカオ（SAR 中国）から到着する乗務員で

タイを拠点にしない者は、次の出発予定までホテルの客室内での隔離措置がとられます。 

 中国（中華人民共和国）、香港（SAR 中国）、イラン、イタリア、韓国（大韓民国）またはマカオ（SAR 中国）から到着する乗務員で

タイを拠点にする者は、次の出発予定まで自宅での隔離措置がとられます。 

- これは、中国（中華人民共和国）、香港（SAR 中国）、イラン、イタリア、韓 ara 国（大韓民国）またはマカオ（SAR 中国）で乗継

のみを行った乗務員には適用されません。 

 アラブ首長国連邦により発行された渡航韓国制限に基づき、アラブ首長国連邦国民はタイへの渡航は許可されません。 

 ブルガリア、ブータン、中国（中華人民共和国）、キプロス、エチオピア、フィジー、ジョージア、インド、カザフスタン、マルタ、メキシコ、ナウル、パ

プアニューギニア、ルーマニア、サウジアラビア、ウズベキスタン、バヌアツの国民、および中華民国（表紙に中華民国台湾と記載された）のパス

ポートを所有する搭乗者はビザ・オン・アライバルを取得することはできません。 

 イタリア国民のビザなし渡航は許可されていません。 

ミャンマー 

 ミャンマーに渡航する中国（中華人民共和国）国民はビザ・オン・アライバルを取得することはできません。 

 中国の航空会社を利用して到着する中国（中華人民共和国）からの渡航者は、ビザ・オン・アライバルを取得することはできません。 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）の湖北省、韓国（大韓民国）の大邱慶北地区を訪問した渡航者はミャンマーへの入国が許

可されません。 

- これはミャンマー国民には適用されません。該当者にはミャンマー到着後 14 日間の隔離措置がとられます。 

 大邱慶北地区以外の韓国（大韓民国）国内の地域を訪問した搭乗者は搭乗前に急性呼吸器疾患の症状がない旨を証明する診断書

を提示する必要があります。該当者にはミャンマー到着後 14 日間の自宅またはホテルでの隔離措置がとられます。 

過去 14 日間にフランス、ドイツ、イラン、イタリア、スペインを訪問した全渡航者は 14 日間の隔離措置の対象となります。 

カンボジア 

 

 イタリア、イラン、ドイツ、スペイン、フランス、英国のいずれかから渡航する外国人はカンボジアへの入国は許可されません（3 月 17 日現在） 

- 上記の国から渡航するカンボジア国民には 14 日間の隔離措置がとられます。 

 ベトナム国籍者のカンボジアへの入国、カンボジア国籍者の陸路、水路、空路でのベトナムへの入国は、2020 年 3 月 20 日 23 時 59 分 

より一時的に停止されます。 

ラオス 

 全ての渡航者への到着ビザを停止します。 

 ラオス海外公館でのツーリストビザの発給を停止します。 

 e ビザの発給停止。 



 
国 制限 

 アセアン諸国へのビザ免除実行および片務的、双務的ビザ免除協定への署名国に対するビザ発給の停止。 

 観光目的以外の渡航者のみビザ発給を行う。渡航者は健康状態を証明する関連書類を、渡航前に居住地のラオス公館に提出する。 

もし必要な承認書類なしにラオスに渡航した場合、入国は許可されません。健康申告書フォームは、ラオス外務省公式ウェブサイトより入手 

可能。2020 年 3 月 20 日零時から 2020 年 4 月 20 日零時まで有効。 

 

 

 

インドネシア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外国籍渡航者に対する入国ビザ免除、到着ビザは、2020 年 4 月 20 日より停止となります。 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）を訪問した搭乗者および航空乗務員はインドネシアでの乗継または入国は許可されません。 

- これはインドネシア国民には適用されません。 

- また、インドネシア居住者には適用されません。 

 過去 14 日間にイランのテヘラン、ゴム、ギランを訪問した渡航者、航空会社乗務員はインドネシアでの乗継または入国は許可されません。 

- これはインドネシア国民には適用されません。 

 過去 14 日間にイタリアのロンバルディア、ベネト、エミリアロマーニャ、マルケ、ピエモンテを訪問した渡航者および航空乗務員はインドネシアでの

乗継または入国は許可されません。 

- これはインドネシア国民には適用されません。 

 過去 14 日間に韓国の大邱市および慶尙北道を訪問した渡航者、航空会社乗務員はインドネシアでの乗継、入国は許可されません。 

- これはインドネシア国民には適用されません上記 1、2、3、4 の制限は以下の渡航者には適用されません： 

- インドネシア大使館発行のビザを所有する搭乗者。 

- インドネシア永住者カードを所有する搭乗者。 

- 中国（中華人民共和国）から渡航する搭乗者で、APEC ビジネストラベルカード (ABTC) を所有し、現地の保健機関発行の

Covid-19 に罹患していないことを示す有効な健康証明書を提示できる場合健康証明書は英語で記載されていなければなりませ

ん。 

- 中国（中華人民共和国）、イタリア、イラン、韓国（大韓民国）が発行する外交官在住許可証と公式在住許可を所有する渡

航者で、現地の保健機関発行の Covid-19 に罹患していないことを示す有効な健康証明書を提示できる場合健康証明書は英

語で記載されていなければなりませ。 

- 中国（中華人民共和国）、イタリア、イラン、韓国（大韓民国）が発行した有効期限が切れた外交官在住許可証と公式在住

許可を所有する渡航者で、有効な外交官 ID カードまたはインドネシアで就労する外国政府代表機関の従業員であることを示すイ



 
国 制限 

ンドネシア外務省発行の有効な身分証明書を提示できる場合また、該当者は、現地の保健機関発行の Covid-19 に罹患してい

ないことを示す有効な健康証明書を提示する必要があります。健康証明書は英語で記載されていなければなりません。 

 過去 14 日間に以下の地域を訪問した渡航者は、ビザなし渡航およびビザ・オン・アライバルを利用することはできません：- 中国（中華人

民共和国）。または - イランのテヘラン、ゴム、ギラン。または、- イタリアのロンバルディア、ベネト、エミリアロマーニャ、マルケ、ピエモンテ。または 

- 韓国（大韓民国）の大邱市および慶尙北道。 

 過去 14 日間にイラン、イタリア、韓国（大韓民国）国内の以下の地域以外を訪問した渡航者は有効な健康証明書を提出する必要があ

ります。健康証明書は英語で記載され、出発日の 7日以上前に現地の保健当局により発行されたものでなければなりません。健康証明書

には以下の情報が含まれなければなりません：(1) 渡航に適した健康状態であること (2) 呼吸器疾患に罹患していないこと - イランのテヘ

ラン、ゴム、ギラン、イタリアのイタリアのロンバルディア、ベネト、エミリアロマーニャ、マルケ、ピエモンテ、韓国（大韓民国）の大邱市および慶尙

北道。 

- これはインドネシア国民には適用されません。 

 イラン、イタリア、韓国（大韓民国）から到着する渡航者は、到着前にインドネシア共和国保健省により発行された健康警告カード (Kartu 

Kewaspadaan Kesehatan) に記入する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

フィリピン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）、香港（SAR 中国）、またはマカオ（SAR 中国）を訪問または乗継を行った渡航者は、フィ

リピンへの入国が許可されません。 

- これはフィリピン国民には適用されません。該当者は、フィリピン到着後 14 日間自己隔離措置をとる必要があります。 

- これは、フィリピン国民の配偶者、子供には適用されません。該当者は、フィリピン到着後 14 日間自己隔離措置をとる必要があります。 

- これは、フィリピン永住者には適用されません。該当者は、フィリピン到着後 14 日間自己隔離措置をとる必要があります。 

 過去 14 日間に韓国の慶尙北道（大邱および淸道郡を含む）を訪問または乗継した搭乗者はフィリピンへの入国が許可されません。 

- これはフィリピン国民には適用されません。 

- これは、フィリピン国民の配偶者または子供には適用されません。 

- これは、フィリピン永住者には適用されません。 

2020 年 3月 16日発効: 

 過去 14 日間にイランまたはイタリアを訪問または乗継した渡航者は到着の 48 時間以内に発行された、搭乗者がコロナウイルス (COVID-

19) に罹患していないことを証明書する Medical Clearance または Health Declaration Certificate を提示する必要があります。 

- これはフィリピン国民には適用されません。 



 
国 制限 

 

 

 

 

 

フィリピン 

- これは、フィリピン国民の配偶者または子供には適用されません。 

- これは、フィリピン永住者には適用されません。 

 過去 14 日間にイランまたはイタリアを訪問または乗継した渡航者には、14 日間の隔離措置がとられます。 

オーストラリア 

 2020 年 3 月 20 日 21:00 AEDT 発効 渡航者はオーストラリアでの一時通過または入国は許可されません。 

- オーストラリア国籍者には適用されません。 

- オーストラリア永住者との直系家族には適用されません。 

- オーストラリア国籍者とその直系家族。 

- オーストラリアに居住のニュージーランド国籍者には適用されません。 

- これは航空会社乗務員には適用されません。 

 過去 14 日間に中国（中華人民共和国）を訪問または乗継した渡航者はオーストラリアへの入国が許可されません 

- これはオーストラリア国民およびその直近の家族には適用されません。該当者は、オーストラリア到着後 14 日間の自己隔離措置をとる必

要があります。 

- これは、オーストラリア永住者およびその直近の家族には適用されません。該当者は、オーストラリア到着後 14 日間の自己隔離措置をとる

必要があります。 

-これは、オーストラリア在住のニュージーランド国民には適用されません。該当者は、オーストラリア到着後 14 日間の自己隔離措置をとる必

要があります。 

- これは、航空会社乗務員には適用されません。 

 2020 年 3 月 1日以降にイランを訪問または乗継した渡航者は、イランを訪問または乗継を行った日から 14 日間オーストラリアへの入国が

許可されません。 

- これはオーストラリア国民およびその直近の家族ならびに、オーストラリア永住者およびその直近の家族には適用されません。該当者は、14

日間の自己隔離措置をとる必要があります。 

 2020 年 3 月 5日 21:00 (オーストラリア東部夏時間) 以降韓国（大韓民国）を訪問または乗継を行った渡航者は韓国（大韓民

国）を訪問または乗継を行った日から 14 日間オーストラリアへの入国が許可されません。 



 
国 制限 

- これはオーストラリア国民およびその直近の家族ならびに、オーストラリア永住者およびその直近の家族には適用されません。該当者は、14

日間の自己隔離措置をとる必要があります。 

 2020 年 3 月 11 日 18:00 (オーストラリア東部夏時間) 以降にイタリアを訪問または乗継した渡航者は、イタリアを訪問または乗継を行っ

た日から 14 日間オーストラリアへの入国が許可されません。 

- これはオーストラリア国民およびその直近の家族ならびに、オーストラリア永住者およびその直近の家族には適用されません。該当者は、14

日間の自己隔離措置をとる必要があります。 

 すべての渡航者は、オーストラリア到着後 14 日間の自己隔離措置をとる必要があります。オーストラリアでの滞在期間が 14 日未満の場合

には、滞在期間中すべて自己隔離措置をとる必要があります。 

- これは適切な保護具を装着した航空会社乗務員には適用されません。 

EU 

 EU 加盟国 27 ヵ国は、30 日間にわたり、外国人の EU 入域を禁止することに同意しました（3月 17 日現在） 

- [Exemptions]例外： EU 加盟国国民、EU 在住者、EU 加盟国国民の家族、外交官、医師、貿易労働者 

ドイツ 

 EU、UK, リヒテンシュタイン、スイス、ノルウェイ、アイスランドまたは居住許可所有者、標記諸国の D タイプビザ所有者がドイツを通過し自国

に帰国する以外の入国は、停止されます。 

 例外 

 ドイツ入国管理局の承認により、重要な理由があることが認められ場合には適用されません。 

 

ロシア 

2020 年 3月 18日発効： 

 全搭乗者はロシア連邦への入国が許可されません。 

- これはロシア連邦国民には適用されません。 

- これはロシア連邦の永住者、航空会社乗務員、外交官、公式代表団および直近の家族・親族の死去に関連しロシアを訪問する渡航者 

には適用されません。 

英国 
 韓国の大邱/淸道郡を訪問した搭乗者または大邱/淸道郡からの韓国国民は英国内で 14 日間の隔離措置がとられます（2月 26 日現

在） 

米国 
 過去 14 日間にオーストリア、ベルギー、中国（中華人民共和国）、チェコ、デンマーク、エストニア、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、ハ

ンガリー、アイスランド、イラン、アイルランド（共和国）、イタリア、ラトビア、リヒテンシュタイン、リトアニア、ルクセンブルク、マルタ、オランダ、ノルウ
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ェイ、ポーランド、ポルトガル、スロバキア、スロベニア、スペイン、スウェーデン、スイスまたは英国（ヨーロッパ以外の海外地域を除く）を訪問また

は乗継を行った渡航者は米国への入国が許可されません。 

-これは以下の場合には適用されません： 

- 米国国民。 

- 米国永住者。 

- 2020 年 3 月 13 日 23:59（東部夏時間）以前に離陸したフライトで米国に到着する渡航者。 

- 米国国民の配偶者。 

- 米国永住者の配偶者。 

- 未婚で 21 歳未満の未成年者である米国国民または米国永住者の親/法定後見人。 

- 未婚で 21 歳未満の未成年者である米国国民または米国永住者の、未婚で 21 歳未満の未成年者である兄弟または姉妹。 

- 米国国民または米国永住者の子供/里子/被後見人。 

- IR-4 または IH-4 ビザを所有する渡航者。 

- C-1、D、C-1/D ビザを所有する渡航者。 

- A-1、A-2、C-2、C-3、E-1、G-1、G-2、G-3、G-4、NATO-1～NATO-4 または NATO-6 を所有する渡航者。 

米国軍の隊員、米国軍隊員の配偶者、子供。 

- コロナウイルス (COVID-19) の抑止/緩和に関連した目的のために米国政府の招待に応じて渡航する証拠を有する渡航者。 

- 米国国土安全保障省税関・国境取締局、米国国務省発行の、渡航者は規制が免除される旨の記載書類を有する渡航者。 

 過去 14 日間に、上記項目 1 に挙げられた国の 1 つを訪問したものの、米国入国規制が免除される渡航者は、以下のいずれかの空港に

到着する必要があります： アトランタ (ATL)、ボストン (BOS)、シカゴ (ORD)、ダラス (DFW)、デトロイト (DTW)、ホノルル (HNL)、ロサ

ンゼルス (LAX)、マイアミ (MIA)、ニューヨーク (JFK または EWR)、サンフランシスコ (SFO)、シアトル (SEA)、ワシントン (IAD) 

カナダ 

 クルーズ船「ダイアモンドプリンセス」に乗船した搭乗者は、カナダ到着後検疫施設で 14 日間の隔離措置が義務付けられます 

2020 年 3月 18日 12:01 am （東部夏時間）発効： 

過去 14 日間、カナダまたは米国以外の国を訪問した渡航者はカナダへの入国が許可されません。 

- これはカナダ国民およびその直近の家族には適用されません。 

- カナダ永住者には適用されません。 

- 外交官には適用されません。 
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- 航空会社乗務員には適用されません。 

2020 年 3月 19日 12:01 am （東部夏時間）発効： 

 コロナウイルス (COVID-19) の症状を呈する渡航者は以下の時点までカナダへの渡航は許可されません： 

- 無症状であることが証明できる。 

または 

- ウイルスに感染していないことを証明する診断書を提出できる。 

 

 

 

 


